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Wa Kon Den Shin

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
各

地
に
及
ぼ
し
、
そ
の
ゲ
リ
ラ
雨
が
急

に
収
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
急
に
く

ら
く
ら
す
る
暑
さ
が
押
し
寄
せ
た
こ

の
夏
。
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
か

ら
一
歩
外
へ
出
れ
ば
、
む
っ
と
す
る

熱
波
が
肌
を
さ
し
、
も
う
ど
う
に
で

も
し
て
く
れ
！
と
な
げ
や
り
な
気
分

に
な
っ
た
り
し
て
…
…
。
そ
れ
で
も

時
間
だ
け
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
の
「
和
魂
伝

心
」
誌
の
お
届
け
が
当
初
の
予
定
を

ず
れ
込
ん
だ
こ
と
を
最
初
に
お
侘
び

し
ま
す
。
そ
れ
に
も
め
げ
ず
、
学
会

は
こ
の
秋
に
向
け
て
、「
き
も
の
学
」

や
「
き
も
の
文
化
検
定
」
へ
の
産
学

連
携
を
進
め
る
一
方
、
毎
月
開
講
の

「
き
も
の
塾
」
を
継
続
開
催
中
と
熱

波
と
の
戦
い
に
汗
を
流
し
、
ま
た
、

今
号
の
波
多
野
会
長
の
冒
頭
挨
拶
に

あ
る
よ
う
に
、
初
の
学
会
誌
の
発
刊

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、

好
評
だ
っ
た
昨
年
の
「
沖
縄
染
織
ツ

ア
ー
」
に
続
い
て
、
今
年
は
「
加
賀

友
禅
実
地
研
修
」
を
行
い
ま
す
。

▼
事
務
局
だ
よ
り

　

昨
年
実
施
し
て
好
評
だ
っ
た
「
沖
縄
伝
統
染
織
の
旅
」
に
続
い
て
、
今
秋
に
は
第
二
回
の
伝
統
染
織
実
地
研
修
と
し
て
「
加
賀

友
禅
」
の
里
、
金
沢
を
訪
問
し
ま
す
。
京
友
禅
と
並
ん
で
、
早
く
か
ら
独
自
の
小
幅
染
色
の
技
術
を
発
展
さ
せ
て
き
た
金
沢
は
、

宮
崎
友
禅
斎
に
よ
っ
て
華
麗
な
友
禅
染
め
が
開
花
し
ま
す
。
以
来
、
京
友
禅
と
並
立
す
る
加
賀
友
禅
の
名
声
は
全
国
に
広
ま
り
ま

す
が
、
こ
の
加
賀
百
万
石
の
地
に
咲
い
た
伝
統
の
友
禅
染
め
技
術
を
現
地
に
尋
ね
る
研
修
旅
行
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

能
登
一
彦
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

「
加
賀
伝
統
染
織
実
地
研
修
旅
行
」
の

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　
「
日
本
き
も
の
学
会
」
が
発
足

し
て
今
年
で
四
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
遅
々
と
し
た
歩
み
な
が
ら
会

員
諸
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
こ

ま
で
骨
格
づ
く
り
を
整
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。「
そ
も
そ
も
『
学
会
』

と
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
」
と
い

う
あ
た
り
か
ら
議
論
を
重
ね
て
、

少
し
ず
つ
会
員
相
互
の
共
通
認
識

が
生
ま
れ
、
よ
う
や
く
定
常
的
な

活
動
の
姿
が
見
え
て
き
た
の
は
何

よ
り
も
心
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

学
会
誌
の
発
行
も
こ
う
し
た
歩

み
を
内
外
に
示
す
こ
と
に
な
る
も

の
で
、
発
刊
の
試
み
を
暖
め
て
き

ま
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
十
一
月
に

開
催
し
ま
し
た
「
年
次
大
会
」
で
、

基
調
講
演
と
各
分
科
会
で
の
講

師
、
出
席
者
の
熱
心
な
討
議
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
集
約
し
て
学
会
誌

を
発
刊
と
す
る
案
が
浮
上
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
き
も
の
を
と
り
ま

く
環
境
は
、
着
用
シ
ー
ン
の
拡
大

と
い
う
積
極
面
と
そ
の
反
面
の
業

界
状
況
の
厳
し
さ
が
な
い
交
ぜ
に

な
っ
て
い
る
複
雑
さ
に
直
面
に
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
こ

の
学
会
誌
の
発
刊
が
何
ら
か
の
指

針
や
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
と
な

れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

初
の
学
会
誌
の
発
刊
を
間
近
に

控
え
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、

学
会
の
歩
み
は
、
人
間
の
成
長
過

程
で
い
え
ば
、
や
っ
と
歩
み
を
始

め
た
幼
児
の
よ
う
な
段
階
で
す
。

し
か
し
、
た
と
え
ゆ
っ
く
り
で

あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
地
道
な
活

動
を
不
断
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
学
会
の
役
割
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、

大
き
く
育
つ
よ
う
に
、
歩
み
は
遅

く
と
も
た
ゆ
ま
ず
前
進
す
る
よ
う

に
と
念
じ
つ
つ
、
努
力
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
す
。
暖
か
く
お
見
守

り
い
た
だ
き
、
か
つ
厳
し
く
叱
咤

待
望
の
学
会
誌
発
刊
間
近
か

学
会
発
足
四
年
目
の
成
果
を

『
Ｋ
ｉ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ

ｅ
ｓ
』
で

日
本
き
も
の
学
会
会
長

波

多

野

進

（
京
都
学
園
大
学
学
長
）

　

２
０
１
０
「
き
も
の
学
」
が
今

年
も
、
二
二
名
の
講
師
陣
と
多
彩

で
魅
力
的
な
講
義
テ
ー
マ
ー
を
そ

ろ
え
て
、
八
月
三
一
日
（
火
）
か

ら
開
講
し
ま
す
。

　

今
年
が
五
回
目
と
な
る
「
き
も

の
文
化
検
定
」
が
、
一
〇
月
一
七

日
（
日
）
に
全
国
一
六
会
場
で
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
５
・
４
級

か
ら
１
級
ま
で
の
四
段
階
試
験

で
、
５
・
４
級
と
２
級
が
と
も
に

午
前
十
一
時
一
〇
分
か
ら
、
５
・

４
級
が
六
〇
分
試
験
、
２
級
が

九
〇
分
試
験
と
な
り
ま
す
。
３
級

と
１
級
は
と
も
に
午
後
の
二
時
が

ス
タ
ー
ト
で
三
時
三
〇
分
ま
で
の

「
き
も
の
学
」
は
八
月

三
一
日
か
ら
開
講
で
す

「
き
も
の
文
化
検
定
」
は

一
〇
月
一
七
日
（
日
）、

全
国
一
六
会
場
で

試
験
と
な
り
ま
す
。
会
場
は
、
札

幌
、
仙
台
、
群
馬
、
東
京
、
金
沢
、

静
岡
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、

岡
山
、
広
島
、
松
江
、
高
松
、
福

岡
、
鹿
児
島
、
沖
縄
―
―
の
一
六

か
所
。

　

詳
し
く
は
「
き
も
の
文
化
検
定

事
務
セ
ン
タ
ー
」（
T
E
L
0
7
5

－

2
2
1

－

2
3
3
4
）
ま
で
。

◆
ず
ば
り
、
今
回
の
研
修
旅
行
の

ポ
イ
ン
ト
を
一
言
で
。

　
「
現
代
の
作
家
に
よ
る
加
賀
友

禅
の
創
作
現
場
を
、
歴
史
を
通
し

て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

◆
具
体
的
に
は
。

　
「
戦
前
か
ら
の
加
賀
友
禅
の
流

れ
は
、
最
初
に
訪
問
し
ま
す
加
賀

友
禅
伝
統
産
業
会
館
で
、
今
日
の

加
賀
の
名
声
を
確
立
す
る
の
に
力

を
発
揮
し
た
大
御
所
の
、
木
村
雨

山
、
談
義
所
栄
二
な
ど
の
作
品
を

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
寺
西

一
紘
工
房
で
は
、
ご
本
人
の
寺
西

さ
ん
が
加
賀
友
禅
の
歴
史
に
精
通

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
貴
重
な

話
し
が
伺
え
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
私
自
身
も
、
夕
食
後
の
時
間

な
ど
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

加
賀
友
禅
の
苦
し
い
時
代
に
も

力
を
発
揮
し
た
こ
れ
ら
先
代
の
活

躍
を
受
け
て
、
現
代
の
加
賀
作
家

の
創
作
ぶ
り
を
現
地
の
柿
本
市
郎

工
房
、
二
代
目
由
水
十
久
工
房
、

寺
西
一
紘
工
房
な
ど
で
実
地
に
観

て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
二
日
目
に

は
、
加
賀
友
禅
染
色
団
地
を
訪
れ

て
、
友
禅
染
め
の
仕
上
げ
加
工
の

蒸
し
や
人
工
川
で
の
水
洗
工
程
を

ご
覧
い
た
だ
い
た
後
、
坂
口
幸
市

工
房
で
も
う
一
つ
の
加
賀
友
禅
の

魅
力
、
型
友
禅
工
房
制
作
も
観
て

頂
き
ま
す
」

◆
工
房
見
学
以
外
の
魅
力
で
は

　
「
加
賀
と
い
え
ば
、
百
万
石
。

早
く
か
ら
京
都
に
つ
い
で
文
化
が

集
積
す
る
街
で
す
。
た
と
え
ば
、

食
で
は
、
一
日
目
の
夕
食
は
“
さ

く
ら
亭
”
で
加
賀
料
理
を
堪
能
し

て
い
た
だ
き
ま
す
し
、
二
日
目
の

昼
食
で
は
、
現
地
で
人
気
の
“
グ

リ
ル
中
村
屋
”
の
カ
ツ
ど
ん
も
味

わ
い
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
町
武
家
屋
敷
跡
の
散
策

で
歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
く
一
方

で
、
人
気
の
金
沢
二
一
世
紀
美
術

館
で
は
、
現
代
ア
ー
ト
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
向
で
す
」

　

日
本
き
も
の
学
会
主
催
に
よ
る

今
回
の
「
加
賀
伝
統
染
織
実
地
研

修
」
は
十
一
月
三
十
（
火
）
～

十
二
月
一
日
（
水
）
に
実
施
し
ま

す
。
初
日
の
三
十
日
の
午
後
一
時

に
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
て
、

一
泊
二
日
の
行
程
で
、
移
動
に
は

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
加
賀
友
禅
工
房
な
ど

を
精
力
的
・
効
率
的
に
見
学
し
ま

す
。
前
回
と
違
っ
て
、
比
較
的
に

集
ま
り
や
す
い
場
所
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
地
集
合
・
解
散
の
形

を
と
り
、
短
時
間
で
中
身
の
濃
い

研
修
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
を
ナ
ビ
ゲ
ー

ト
し
て
下
さ
る
の
が
、「
加
賀
友

禅
の
語
り
部
」
の
能
登
一
彦
さ
ん

で
す
。
能
登
さ

ん
は
今
秋
の「
き

も
の
学
」
に
登

壇
（
九
月
一
〇

日
〈
金
〉、
第
四

講
）、「
加
賀
友

禅
の
美
学
」
を

語
っ
て
も
ら
う

予
定
で
す
。“
最

強
の
”ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
得
て
、

加
賀
友
禅
の
魅

力
の
深
部
を
理

解
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
研
修
の
中
で

は
長
町
武
家
屋
敷
跡
の
散
策
や
日

本
一
人
気
の
美
術
館
「
金
沢
２
１

世
紀
美
術
館
」
の
見
学
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
加
賀
友
禅
の
美
を
生

み
出
す
歴
史
と
文
化
発
信
力
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
に
も
注
目
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
見
学
先
（
予
定
）
＝
加
賀

友
禅
伝
統
産
業
会
館
、
協
同

組
合
加
賀
友
禅
染
色
団
地
、

柿
本
市
郎
工
房
、
二
代
目
由

水
十
久
工
房
、
坂
口
幸
市
工

房
、
寺
西
一
紘
工
房
、
金
沢

二
一
世
紀
美
術
館
ほ
か
。
●

募
集
人
員
＝
四
〇
名
、
●
参

加
費
＝
二
万
円
程
度
（
宿
泊

費
、
食
事
代
、
現
地
交
通
費
、

入
場
料
、保
険
料
等
を
含
む
）

　

講
座
は
「
基
礎
講
座｣
（
前
半
）

と
「
発
展
講
座
」（
後
半
）
に
分

か
れ
て
全
一
五
日
間
の
日
程
で

（
九
月
一
八
日
〈
土
〉
ま
で
）。
会

場
は
、
い
つ
も
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ

ラ
ザ
京
都
（
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
＝
京
都
市
下
京
区
西
洞
院
通
塩

小
路
下
ル
）
で
す
。
詳
し
い
内
容

は
、（
社
）
全
日
本
き
も
の
振
興

会
（
T
E
L
0
7
5

－

2
1
1

－

0
0
8
1
）
ま
で
。

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
回
の
伝
統
染
織
実
地
研
修
で

「
加
賀
友
禅
」
を
訪
問

十
一
月
三
〇
日
～
十
二
月
一
日
に
、
加
賀
の
語
り
部
能
登
一
彦
さ
ん
の
案
内
で



　

一
九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
イ
バ
ー
・

ア
ー
ト
（
ア
ー
ト
・
フ
ァ
ブ
リ
ッ

ク
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
ア
ー
ト
な

ど
名
称
は
様
々
）
と
呼
ば
れ
る
前

衛
的
な
繊
維
造
形
が
世
界
的
に
注

目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

牽
引
役
と
な
っ
た
の
が
、
ス
イ
ス

の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
一
九
六
一
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
た
「
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出

品
さ
れ
て
い
た
作
品
の
中
に
、
著

名
な
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
ア
バ
カ
ノ

ヴ
ィ
ッ
チ
を
は
じ
め
一
群
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
前
衛
的
な
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
作
家
が
い
た
。
彼
ら
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
派
と
呼
ば
れ
、
そ
の
特
異

な
作
品
表
現
は
高
く
評
価
さ
れ

た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
ポ
ー
ラ

　

六
月
の
初
旬
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
を

訪
れ
た
。
主
目
的
は
、
首
都
ワ
ル

シ
ャ
ワ
の
南
西
一
三
〇
㎞
に
位
置

す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
の
都
市

ウ
ッ
チ
で
五
月
一
〇
日
か
ら
一
〇

月
三
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
第
一
三
回
国
際
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
見
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
二
年
に
始
ま
っ
た
こ
の

展
覧
会
は
、
現
在
な
お
開
催
さ

れ
続
け
て
い
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・

ア
ー
ト
の
国
際
的
展
覧
会
と
し
て

は
、世
界
で
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
中
央
駅
か
ら
、
コ

ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
列
車
で
約
一

時
間
三
〇
分
、
ウ
ッ
チ
・
フ
ァ
ブ

リ
チ
ナ
駅
に
到
着
す
る
。
そ
の

間
、
車
窓
の
外
は
、
ほ
と
ん
ど
町

ら
し
い
町
は
な
く
、
森
林
や
田
園

風
景
が
流
れ
て
い
く
。ウ
ッ
チ
は
、

一
九
世
紀
の
初
め
に
ウ
ッ
チ
工
業

地
帯
の
中
心
都
市
と
し
て
開
発
さ

れ
た
町
で
、
繊
維
産
業
が
盛
ん
な

こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
開
催
さ
れ

て
い
る
中
央
染
織
博
物
館
も
、
も

と
は
織
物
工
場
だ
っ
た
建
物
を
使

用
し
て
お
り
、
ウ
ッ
チ
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
ピ
コ
フ
ス
カ

通
り
に
面
し
て
佇
む
、
か
つ
て

「
ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

と
呼
ば
れ
た
白
い
気
品
の
あ
る
建

物
で
あ
る
。
中
央
染
織
博
物
館
は

一
九
六
〇
年
の
創
設
で
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。

　

事
前
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
訪
問
す

る
こ
と
を
連
絡
し
て
あ
っ
た
の

で
、
同
博
物
館
教
育
部
門
の
女

性
、
ジ
ュ
リ
ア
・
ム
ロ
チ
ェ
ン
ス

カ
・
パ
ウ
ガ
ン
さ
ん
が
会
場
を
案

内
し
て
く
れ
た
。
今
回
の
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
で
は
出
品
作
品
の
ほ
と

ん
ど
が
、
二
〇
〇
八
年
に
完
成
し

た
と
い
う
新
し
い
展
示
棟
の
吹
き

抜
け
の
あ
る
明
る
く
開
放
的
な
会

場
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
も
と
織

物
工
場
だ
っ
た
と
い
う
古
い
展
示

佐

藤

能

史

染
織
と
生
活
社

編
集
長

最
長
の
歴
史
を
誇
る
国
際
的
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
ア
ー
ト
展

ポ
ー
ラ
ン
ド・国
際
タ
ペス
ト
リ
ー・ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
観
て

室
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
一
新

し
て
い
た
。

　

五
一
ヵ
国
か
ら
一
二
八
点
の
作

品
が
出
品
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
、

扇
千
花
、
村
山
順
子
、
奈
良
平
宣

子
、
野
田
凉
美
、
吉
水
絹
代
の
五

名
が
参
加
し
た
。
こ
の
五
点
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
二
〇
点
に
次
い
で
、

ア
メ
リ
カ
と
共
に
二
番
目
に
多
い

出
品
数
で
あ
る
。

　

金
賞
一
点
、
銀
賞
二
点
、
銅
賞

３
点
な
ど
、
出
品
作
品
か
ら
は
、

事
前
の
審
査
で
合
計
一
六
の
受
賞

作
が
選
ば
れ
た
が
、
今
回
、
金
賞

に
選
ば
れ
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

作
家
、
ア
ン
ヌ
＝
グ
リ
・
ロ
ー
ラ

ン
ド
の
水
溶
性
ビ
ニ
ロ
ン
を
使
っ

た
ミ
シ
ン
ワ
ー
ク
で
制
作
さ
れ
た

透
過
性
を
う
ま
く
生
か
し
て
清

爽
な
印
象
を
与
え
る
平
面
作
品

「M
onum

ents

」
で
あ
っ
た
。
残

念
な
が
ら
、
日
本
の
作
家
は
一
人

も
入
賞
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
繊
細
な
感
性
と
色
彩
感
覚
で
制

作
し
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
繊
維
造

形
作
品
を
出
品
し
て
い
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
特
徴

は
、
公
募
に
よ
る
コ
ン
ペ
で
は
な

く
、
各
国
に
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
出
品
作
家
を
推
薦
す
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
取
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
現
在
、
日
本
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
は
、
京
都
の
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
オ
ー
ナ
ー

で
、
京
都
国
際
現
代
テ
キ
ス
タ

イ
ル
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
主
宰

す
る
川
嶋
啓
子
氏
が
第
九
回
展

（
一
九
九
八
年
）
か
ら
務
め
て
い

る
。
別
に
、
受
賞
者
を
選
ぶ
国
際

審
査
員
が
六
名
い
て
、
今
回
は
日

本
か
ら
、
ス
テ
ン
レ
ス
ス
テ
ィ
ー

ル
線
を
素
材
に
し
た
造
形
作
品
で

国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
繊
維
造

形
作
家
で
長
岡
造
形
大
学
教
授
の

熊
井
恭
子
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　

こ
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、

一
九
七
二
年
に
「
全
ポ
ー
ラ
ン
ド

産
業
及
び
芸
術
的
フ
ァ
ブ
リ
ッ

ク
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
と
い
う

名
称
の
国
内
展
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
作
家
七
七
名
が
参
加
し
て
出

発
し
た
。
一
九
七
五
年
開
催
の
第

二
回
目
に
は
、
外
国
か
ら
招
待
作

家
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
。
出
品

し
た
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
含
め
て

一
四
ヵ
国
で
一
〇
七
名
（
う
ち
外

国
作
家
は
二
八
名
）
で
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
は
、
小
名
木
陽
一
、
小

林
正
和
、
中
川
千
早
、
藤
岡
惠
子
、

佐
久
間
美
智
子
の
五
名
が
参
加
し

た
。
こ
の
時
、
小
林
正
和
の
作
品

に
、
最
高
賞
の
文
化
芸
術
大
臣
賞

が
贈
ら
れ
た
。

ン
ド
で
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
が
始
ま
っ
た
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は

一
九
九
五
年
に
第
一
六
回
を
最
後

と
し
て
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

日
本
で
も
、一
九
八
七
年
か
ら
、

西
陣
織
工
業
組
合
な
ど
が
中
心
に

旗
を
振
っ
て
「
Ｉ
Ｔ
Ｆ
国
際
テ
キ

ス
タ
イ
ル
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

―
京
都
」
が
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
形

式(

隔
年
開
催)

で
開
始
さ
れ
た
。

賞
金
額
の
高
さ
な
ど
も
あ
っ
て
、

一
時
は
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
・
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
と
並
び
称
さ
れ
る
ほ

ど
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
展
覧

会
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
九

年
に
わ
ず
か
六
回
で
、
お
そ
ら
く

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
終
結

の
宣
言
も
な
く
フ
ェ
ー
ド
・
ア
ウ

ト
し
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
な
こ

と
で
あ
る
。

　

一
九
七
二
年
か
ら
四
〇
年
近

く
、
決
し
て
経
済
的
に
豊
か
と
は

い
え
な
い
東
欧
の
一
国
に
あ
る
地

方
都
市
の
博
物
館
が
、
東
欧
革
命

な
ど
の
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え

て
極
め
て
高
い
水
準
の
テ
キ
ス
タ

イ
ル
・
ア
ー
ト
の
国
際
展
を
持
続

し
て
い
る
と
い
う
の
は
賞
賛
に
値

す
る
と
い
え
よ
う
。

　

わ
が
国
で
は
、
い
ま
一
つ
注
目
度
が
低
い
と
思
わ
れ
る
テ

キ
ス
タ
イ
ル
ア
ー
ト
。
そ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ア
ー
ト
の
国
際

展
が
東
欧
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
四
〇
年
近
い
歴
史
を
重
ね
て
い

ま
も
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
形
式
（
隔
年
開
催
）
で
開
催
さ
れ
、
今

回
が
一
三
回
目
と
な
る
、「
国
際
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
」
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
の
都
市
ウ
ッ
チ
に
出
か
け

て
取
材
さ
れ
た
、
染
織
と
生
活
社
・
佐
藤
能
史
編
集
長
の
レ

ポ
ー
ト
で
“
追
体
験
”
し
て
み
よ
う
。

ポーランド派前衛作家が牽引。
51ヵ国、128点出品。日本からも５作家が参加。

会場の中央染織博物館

扇千花「Vague sense of distance」

（上）は金賞作品　Anne-Gri Loland 「Monuments」
（下）は吉永絹代　「Waterscape」（左）
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